
��精神障害のある⼈を対象にし
た「お話会」を⽉例で開催して
います。少⼈数の当事者同⼠だ
からこその安⼼と共感ができる
場にあなたも参加しませんか？
���普段なかなか、⾔いにくいよ
うなこと、時には⽇頃感じる思
いを⾔葉に紡ぐ場となっていま
す。その場での⾔いっぱなしも
OKです。「また来たい！とみん
なが思える場に。」仲間の時間
と気持ちを⼤切にしていただけ
る⽅の参加を歓迎します。参加
費は無料です。�
 実施⽇など企画の詳細につい
てはお問い合わせください。
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当事者交流「お話会」

ダスキン海外研修派遣事業�壮⾏会

当事者の言葉を紡ぐをモットーに活動しています
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「ふだんからの防災」映像ワークショップ資料完成

 （公財）ダスキン愛の輪基⾦の障害者リ
ーダー育成助成を受け、ポルケのチーム
は今年度イタリアへ赴きます！
世界に先駆けて精神科病院の脱施設化が
⾏われたイタリアにおける精神障害のあ
る⼈たちの暮らしや地域⽀援について、
障害者団体や⽀援機関を中⼼にフィール
ドワークを⾏う予定です。
 ⼤阪にあるダスキン本社で壮⾏会が⾏
われました。関係者や先輩たちからいた
だいた温かいエールを背に頑張ってまい
ります。（2024.3�⼤阪府吹⽥市）

� 精神障害当事者会ポルケでは、様々な学習活動や国⽴精神・神経医療研究
センターと協働した東⽇本⼤震災や熊本地震などの被災経験のある精神障害の
ある⼈や⽀援者への調査活動等を通じた知⾒をもとにして、精神障害のある⼈
の防災・減災のエンパワーメントを⽬的にした啓発プロジェクトを本格化させ
ています。今年度は（公財）キリン福祉財団「キリン・福祉のちから開拓事
業」助成を受け、「ふだんからの防災」をテーマにした量的な調査や防災ワー
クショップを⾏うための映像資料の製作などに取り組みました。精神障害のあ
る仲間たちが被災した経験から得た�経験知”に注⽬し、当事者の経験や⽴場を
重視し取り組んできました。
 3⽉24⽇には⼤⽥区⽴消費者⽣活センターにて、「当事者と⼀緒に防災⼒ア
ップ！〜持続可能な精神障害のある⼈の包括的災害対策⽀援ツール開発事業成
果報告会」と題した企画を開催し、オンラインを含めて50⼈近い当事者や⽀
援者、地域の防災活動に取り組む関係者など多様な⽴場のある⽅々にご参加を
いただきました。現在、制作した映像資料コンテンツのレンタルを⾏っていま
す。地域団体や福祉事業所などで、防災ワークショップの開催や防災・避難訓
練のお⼿伝いができますと幸いです。申し込みの詳細については、ホームペー
ジからお気軽にお問い合わせください。

「ふだんからの防災ー精神障害の
ある⼈の経験から学びあおうー」

映像資料PR動画



 4⽉1⽇に改正障害者差別解消法が施⾏され、⺠間事業者についても障害
の合理的配慮の提供が努⼒義務から法的義務となります。法改正をきっか
けに、⺠間事業者や⾏政などで研修の実施が増えています。3⽉22⽇、茨
城県⼟浦市での職員研修に講師の役割をいただく機会がありました。⾒え
ない障害とされる精神障害のある⼈が合理的配慮を求めるとき、当事者の
側から⾃分の障害を明らかにして配慮を求める⽴て付けになっていること
での困難さなどについてもお話しました。
 各地での研修に障害者団体の参画が求められています。その中で⼟浦市
が精神障害に着⽬されたことを嬉しく思います。当⽇の研修の様⼦は、ポ
ルケ写真展企画でもご協⼒をいただいた「NEWSつくば」の柴⽥⼤輔さん
に取材をいただきました。（写真提供：柴⽥⼤輔さん）

ネットワーク会員
入会募集中！

信州⼤学の精神看護クラスの下⾥
さんや⽊下さんと協働しているプ
ロジェクトの続報を掲載いただき
ました。シラバスの策定からの当
事者参画を⾏い、今年度はより本
格化を迎える予定です。「信⼤×ポ
ルケモデル（仮称）」ぜひ引き続き
ご注⽬ください。（精神看護出版）
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月刊 精神科看護2024年4月号合理的配慮についての職員研修（土浦市）

 3⽉15⽇、東北医科薬科⼤学⼩松島キャンパス（宮城県・仙台市）にて開
催された第42回⽇本社会精神医学会のシンポジウム「誰⼀⼈取り残さない防
災・減災に向けて〜精神障害当事者の経験知・⽀援者の専⾨知による共同創
造のこれから〜」に代表理事の⼭⽥と理事の相良が登壇しました。
 ⼭⽥からは「精神障害のある⼈の被災経験の調査活動に基づいた今後の防
災・減災のありかたについて」と題し、相良からは「熊本地震時の取り組み
から考える精神障害者を包摂する平時からの防災のあり⽅」と題した話題提
供をそれぞれ⾏いました。提唱した経験知と専⾨知の共同創造によるフレー
ムワークモデルの可能性などに関して、ほかの登壇者やフロアーのみなさん
と議論をする機会もいただきました。


